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研究成果の概要（和文）： 
 
本研究課題では、動的刺激が知覚的判断に及ぼす影響というテーマに関して複数の観点から研
究を進めた。具体的には、【a】ダイナミックで複雑な課題を行っているときの視覚的に有効な
空間範囲の計測、【b】日常生活を撮影した動画を刺激とした際に起きる時間知覚の変容、【c】
動的な刺激を観察中に生じる再認記憶の変化などに関する実験などを行った。【a】に関しては、
複雑な課題を行っている時に使用される空間的範囲を測定する方法の有効性を確認した。【b】
に関しては、「予測されない視覚刺激の呈示による時間知覚の変容」が、動画中の人の動作等の
「区切れ」で生じうることを見いだした。【c】に関しては、予期されない視覚刺激が記憶に与
える影響を調べる実験を行い、空間的予測不可能性ではなく時間的予測不可能が影響を持つこ
とを明らかにした。また新たな展開として、聴覚刺激による知覚の乱れ、視覚物体を追跡中の
注意の分散などを調べる実験を予備的に行い、視覚時空間における動的刺激の影響が、三次元
空間などにも拡張できる可能性などを模索した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
The present study investigated the effect of dynamic stimuli on the perception of space and 
time. 【a】We measured the effective visual field while participants were freely performing 
complex dynamic visual tasks. 【b】We examined the distortion of temporal perception 
while participants observing dynamic visual movies depicting everyday situations and 
found that the perceptual articulations causes the temporal distortion. 【c】We examined 
the effect of unpredictability of transient events on memory and found that the temporal 
unpredictability, rather than spatial unpredictability induced the change in memory 
performance. In addition, we conducted preliminary experiments to examine the 
disturbance of visual perception due do auditory stimulation and attentional spread during 
multiple object tracking, which led to the possibility of extending the present findings to 
more realistic conditions such as 3D space. 
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１．研究開始当初の背景  
 
	 極めて特殊な事態を除けば、人間は常にダ
イナミックな知覚環境で行動している。この
ような状況での知覚を単純化し実験心理学
的に調べることは、日常生活における人間の
知覚・認知・注意特性を知る上での重要な基
盤となる。 
	 近年、視覚の心理物理学の分野では、視覚
運動刺激が視覚位置判断に及ぼす影響が注
目を集めており、我々も複数の研究を行って
きた。科学研究費補助金を受けて行った「視
覚刺激が知覚位置判断に及ぼす影響に関す
る実験心理学的研究」（平成１６~１７年度）
では、視覚的誤定位の非対称性（瞬間提示さ
れた視覚刺激の知覚的位置の誤りが、運動す
る物体の後方よりも前方のほうで大きいと
いう現象）に関して、運動視覚刺激の知覚的
グルーピングは視覚的誤定位の非対称性に
先立って行われること、誤定位の非対称性が
運動物体中心座標系で起きている可能性等
を示した。加えて、視覚的誤定位の非対称性
は注意の影響を受ける、視覚的運動による他
の視覚刺激の誤定位は、視覚的運動の意識に
依存する、誤定位の非対称性は、視覚的運動
に平行な方向だけでなく垂直な方向にも起
きていて、実際には２次元的な視空間の歪み
を生じさせているなどの現象を見いだした。 
	 これらの研究は、その後「運動刺激が知覚
位置判断に及ぼす影響に関する実験心理学
的研究」（平成１８年度~２０年度)に発展し、
２次元的な視空間の歪みが網膜座標系で起
きていることや、空間の歪みが時間に伴って
ダイナミックに変化すること、さらには空間
だけではなく時間の歪みも生じる可能性が
あることなどを、詳細な時空間マッピングを
行うことにより発見した。特に、それまでの
研究を進めてきた過程で、空間的・時間的な
知覚的歪みが生起する条件を網羅的に調べ
るなかで見いだされた「予測されない視覚刺
激が提示された時に、その時間的近傍のイベ
ントが、その予測されない視覚刺激のタイミ
ングにより近く感じられる現象」や「動的な
刺激を観察中に、瞬間的に予測されない刺激
が呈示されると、そのフレームに呈示された
刺激の記憶が向上する現象」などは、<誤定
位>を視覚空間に限定せず、より複雑な環境
での効果も考慮に入れることにより、大きな
枠組みのなかで捉えることが有効であると
いう考えに至ることとなった。 
 
２．研究の目的  
 
	 本研究課題では、動的刺激が知覚的判断に
及ぼす影響というテーマの中で、「視覚運動
刺激による視空間の歪み」を、より複雑な知

覚状況で測定することを目指し、空間のみな
らず時間軸における変化にも注目し、日常生
活上で起きうる現象への示唆につながるよ
うな知見を蓄積することを目的とした研究
を進めた。 
	 このような目的のために、２年間の研究期
間を設定し、複数の観点から研究を進め、そ
の実験内容は多岐に渡るが、特に、（1）ダイ
ナミックで複雑な課題を行っている時の視
覚的に有効な空間範囲の測定手法の開発、
（2）日常生活を撮影した動画を刺激とした
際に起きる時間知覚の変容、（3）動的な刺激
を観察中に瞬間呈示される視覚刺激によっ
て生じる再認記憶の変化などに関して実験
に関して成果を得ることができた。 
 
３．研究の方法  
 
（1）ダイナミックな視覚状況の中で複雑な
課題を行っている際に使われている視覚範
囲を、視野のほぼ全体を覆う視覚刺激呈示装
置と視野制限法を用いて測定した。この方法
で測定された課題の成績を、視野制限の程度
を関数としてプロットすることにより、特定
の課題について、視野のどの範囲までが重要
な情報を担っているのかを調べた。 
 
（2）日常の生活場面をビデオに撮影した動
画を用いて、「予測されない視覚刺激が提示
された時に、その時間的近傍のイベントが、
予測されない視覚刺激のタイミングにより
近く感じられる現象」を測定した。被験者が
ディスプレイに提示される動画を観察して
いる時に、そのいずれかのフレームに白いフ
ラッシュが１フレーム呈示される。被験者は、
その白いフレームが、動画中のどのフレーム
に呈示されたかをキーボードのボタンを押
すことによって答えた。 
 
（3）動的な刺激を観察中に予測されない一
過性の刺激が呈示されると、そのフレームに
呈示された刺激の記憶が向上する現象に関
して、その「予測不可能性」が空間的なもの
なのか、時間的なものなのかを調べる実験を
行うために、２つの予測可能性を独立に操作
し、視覚記憶への効果を調べた。被験者は連
続呈示される文字刺激をなるべく多く覚え
るように指示された。文字刺激はプレースホ
ルダの上に呈示されたが、そのプレースホル
ダは試行中に１フレームだけ大きくなり、す
ぐに元の大きさに戻るようになっていた（一
過性のイベント）。このプレースホルダが大
きくなる場所とタイミングを独立に操作す
ることによって、イベントの空間的予測可能
性と時間的予測可能性を独立に操作した。 
 



４．研究成果  
 
（1）複雑な視覚運動課題を視野全体を覆う
視覚刺激提示状態で行っている場合に、視覚
刺激が呈示される範囲を制限した場合、その
窓枠の大きさが小さいうちは、予想通り課題
パフォーマンスは低かった。窓枠が大きくな
るに従って、パフォーマンスは向上したが、
特定の大きさを超えると課題パフォーマン
スは一定となった。このパフォーマンスが一
定となる窓枠の大きさを、該当課題における
有効視野と見なすことができる。これらの結
果は、動的視野制限法を用いた我々の先行研
究の結果と定性的に一致しており、没入型デ
ィスプレイにおいても、被験者は周辺視野情
報の全てを処理しているのではないことを
示唆している。 
 
（2）日常生活で観察されるような状況の動
画の中に挿入された一過性の刺激の時間知
覚へ影響に関しては、動画中の意味的区切り
（例えば、人間の動作の区切り）に関連する
ようなイベントの時間的近傍に向って、呈示
された刺激の時間知覚が引き寄せられるこ
とが分かった。さらには、この現象は逆回し
の動画や映像をランダムにシャッフルした
場合には生じないことから、通常の時間の流
れの中での認知過程を前提とした現象であ
ることなども示唆された。これらの結果は、
空間的位置だけではなく、時間的位置も動的
な視覚刺激（とその解釈）によって変化しう
ることを示している。 
 
（3）一過性のイベントによる記憶の変化に
関しては、「変化の起きる場所が固定・変動」
×「変化の起きるタイミングが固定・変動」
の４条件の内、どの条件で連続呈示された文
字の記憶向上が起きるのかを調べた結果、変
化の起きるタイミングが予測不可能な時に
限って、そのフレームに呈示された文字の記
憶が向上することが分かった。さらには、変
化の起きるタイミングが予測可能な場合に
は、実験セッションの前の方の試行では記憶
への影響が見られ、後ろになるにつれて効果
が弱くなっていくことも見いだされた。この
ように予測可能性は刺激が呈示されるコン
テクストの学習に依存する可能性がある。 
 
	 本研究課題では、複数の視点から、動的刺
激が知覚的判断に及ぼす影響を実験心理学
的に調べてたが、これらの研究を進める中で、
新しい展開として、聴覚刺激による知覚の乱
れ、物体を追跡中の注意の分散などを調べる
実験を予備的に行い、視覚時空間における動
的刺激の影響が３次元空間などにも拡張で
きる可能性なども模索し、新規の研究テーマ
の礎とすることができた。 
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